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教育目標“健やかで、豊かな心と確かな学力を身につけ、未来を力強く切り拓く子どもの育成”

【
】

1964

～今年の漢字～
一年の計は元旦にあり！と言いますが、

令和８年の決意を漢字一文字で表すならば

「創」です。子供たちと

ともに新たな学校創り、

授業創りを通して、未来

を創り上げる人材育成を

進めていきます。

午 年 に 新 た な 挑 戦 を や っ て い き ま し ょ う800
さくらだよりさくらだよりさくらだより
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１年生による開会宣言

赤白両団長による誓いの言葉

先
月
お
願
い
し
て
い
ま
し
た
第
２
回
目
の
学
校
評
価
へ
の
ご

協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
回
答
率
は
前
回
よ
り
も
５

ポ
イ
ン
ト
向
上
し
、
60
％
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
今
回
は
こ

れ
か
ら
の
目
指
す
学
校
や
子
供
た
ち
の
姿
に
つ
い
て
も
意
見
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
意
見
は
今
月
27

日
に
開
催
し
ま

す
拡
大
学
校
運
営
協
議
会
の
中
で
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

（
詳
細
は
、
後
日
改
め
て
お
伝
え
い
た
し
ま
す
）

６年生が不在の間、「あいさつタッチ運動」をする５年生

２
０
２
６
年
（
令
和
８
年
）
の
年
が

明
け
て
１
週
間
が
た
ち
ま
し
た
。
午
年

（
う
ま
ど
し
）
は
、
干
支
の
「
馬
」
が

該
当
す
る
と
い
う
こ
と
で
「
ス
ピ
ー
ド

感
」
「
行
動
力
」
「
社
交
性
」
「
勢
い

や
力
強
さ
」
と
い
っ
た
一
年
に
な
る
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
丙
午
（
ひ

の
え
う
ま
）
で
も
あ
り
、

炎
の
よ
う
な
情
熱
と
勢

い
の
あ
る
年
と
な
る

の
で
、
こ
れ
ま
で
迷

っ
て
い
た
こ
と
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
と
追
い
風
が
吹
き
、

物
事
が
良
い
方
向
に
動
く
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
（
何
事
も
う
ま
く
い
く
？
）

６
年
生
は
小
学
校
生
活
最
後
、
５
年

生
以
下
も
次
の
学
年
に
向
け
た
大
切
な

３
ヶ
月
と
な
り
ま
す
。
卒
業
・
進
級
に

向
け
て
、
こ
れ
ま
で
で
き
な
か
っ
た
こ

と
に
積
極
的
に
挑
戦
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

第
２
回
目
の
学
校
評
価
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
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↑⑩子供の人権意識、⑪子供のきまりを守る、⑯学力を伸ばす取組、⑰体力
向上の取組、⑱情報発信、⑲職員の働き方改革に向けた理解が向上しました。
しかし、教育目標や資質・能力に関して下がっていることは大きな課題です。

今

日

は

七

草

が

ゆ

の

日

古
来
日
本
で
は
、
毎
年
1

月
7

日
、

一
年
の
最
初
の
節
句
で
あ
る
「
人
日

の
節
句
」
に
七
草
が
ゆ
を
食
べ
て
き

ま
し
た
。

七
草
の
若
芽
を
食
べ
て
植
物
が
も

つ
生
命
力
を
取
り
入
れ
、
無
病
息
災

で
い
ら
れ
る
よ
う
に
と
い
う
願
い
が

込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
七
草
と
は…

「
セ
リ
・
ナ
ズ
ナ
・
ゴ
ギ
ョ
ウ
・
ハ

コ
ベ
ラ
・
ホ
ト
ケ
ノ
ザ
・
ス
ズ
ナ
・

ス
ズ
シ
ロ
」
で
す
。

（

ゴ
ギ
ョ
ウ
は
ハ
ハ
コ
グ
サ
、
ハ
コ

ベ
ラ
は
ハ
コ
ベ
、
ス
ズ
ナ
は
か
ぶ
、

ス
ズ
シ
ロ
は
大
根
の
こ
と
）

年
末
年
始
に
食
べ
過
ぎ
た
こ
と
で

疲
れ
た
胃
腸
を
い
た
わ
る
と
い
う
意

味
も
あ
る
そ
う
で
す
。

↑記述文章からＡＩが抽出した言葉（文字の大きさで重要性・頻出を表す）
左は全校児童の言葉…いじめや差別のない学校・温かい学校・優しい・楽

しい・ありがとうといった言葉が目立ちました。
右は保護者の言葉…人の痛みがわかる、気持ちを押し込めない、思いやり、

主体的、多様性、尊重、気遣うといった言葉が目立ちました。
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